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＜患者様連絡事項＞

・田向　玲美　様～本日午後、症状沈静好転化の為、主治医指示にて西病棟Aユニットへ移動となります。

・西舘　美穂子様～Aユニット11号室より15号室（大部屋）に移動しています。

・高田　多紀子様～Aユニット15号室よりBユニット3号室に移動しています。

・夏掘　長五郎様～3月21日（金）9：00より病棟の診察室にて介護認定調査を実施となります。日常生活の様子について、市役所の職員からの聴取があるので、協力お願い致します。

・米田　キノエ様～本日、主治医指示にて採血行っています。

・小泉　康政様～本日御家族付き添いにて日赤皮膚科受診・軟膏2週間分処方となっています。毎日洗浄後、軟膏塗布（キズ→アキレス腱・下肢→湿疹）ガーゼ・包帯での保護となります。次回受診日は3/28AM。時間は後日、御家族より連絡があります。

＜安ヶ平Ｄｒ診察患者様＞

・和田　昌　様　～夜間眠れているとの事で19日の定期薬より精神神経用剤が減薬となります。睡眠状況の確認をお願いします。

・川村　和則　様～頭部ＣＴ検査の指示が出ています。また、風邪症状を訴え、昼より、総合感冒薬が処方となっています。

・高間木　八男様～頭痛訴え、本日夕より解熱鎮痛剤が処方となっています。

・高田　多喜子様～退院の訴えあり、3/21（金）14時より家族面談の予定となります。また、「モンスター・悪魔」等、幻聴の訴えあり他者とのトラブルに注意して下さい。

・西舘　美恵子様～退院への焦りが見られています。もう少し様子を見て、金銭面についても考えていく事としています。

・助川　節子　様～「気持ちよく眠れない」との訴えあり、眠剤追加処方となっています。睡眠状況とふらつき、転倒に注意して下さい。

＜新入院患者様ケース検討＞

・中川原　きよ様（87）　主病名：脳血管性認知症　合併症：高血圧・脂質異常症

　　　　　　　　　　　　入院形態：医療保護入院　主治医：猪股Ｄｒ

　　　　　　　　　　　　　　
　　　山崎内科医院からの情報提供書持参。長男・次男夫婦同伴。多発性脳梗塞後、平成15年頃から認知症状みられ始め、徐々に増強。平成19年12月頃からは家人への暴言・暴力・介護への拒否があり、平成20年2月グル－プホ－ムに入居。一時症状は治まっていたが、再び不眠・徘徊・介護への抵抗・他者への迷惑行為が顕著となり、グル－プホ－ムでも対応困難との事で、専門医の受診を勧められ当院受診。家族は入院治療を希望。症状観察・症状安定の目的で東Aユニット8号室に医療保護入院となる。

　　　　　自力歩行困難との事で、手を引かれて診察室に入る。医師の質問に口を尖らせ、閉眼したり下を向いていたりと不機嫌な様子があり無言。興奮はない。

　　　　　

　　　　　義歯が有りませんが、食事は常食の為、嚥下状況の確認を行って下さい。また、介護に対して興奮見られる様です。注意して介入行って下さい。

　　　　　リハビリパンツ（家族持参）家族洗濯となります。

＜要注目患者様ケース検討＞

・佐々木　要四郎様～スタッフ介入に興奮みられ、本日夕より抗精神薬が処方となっています。夜間の睡眠状況や、ホール内車椅子自走している事多く、自己・他者とのトラブルに注意して下さい。また、昨日夕より常食→キザミ食へ変更しており、摂取状況の確認を行って下さい。

・坪　　邦俊　様　～夜間や起床時の帰宅要求・興奮が続いています。今朝は興奮強く、介入・説明に対しても理解無く、ホールの椅子を投げつけ、スタッフに対する暴力も見られています。他者とのトラブルに注意し見守り介入を行って下さい。また、精神神経用剤が増薬となっています。夜間の睡眠状況の確認を行って下さい。　　　　　　　　　　

＜患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・澤　昌利　様～3/1より＃1変更しています。

＃1.金銭自己管理が上手く出来ず、要求を通そうとする事がある。

　　　　　　　　O-P ①訴え、要求の内容　　　 T.E-P①他者との物のやりとりは

　　　　　　　　　　②1ヶ月の小遣いの使い方　　　　しない事を約束　　

　　　　　　　　　　③タバコ10本/日　　　　  　　②1ヶ月の決まった金額で組み立

　　　　　　　　　　④他者との物のやりとり　　　　　てる様指導していく。

　　　　　　　　　　⑤訴えが通らない時の　　　　　③決まった範囲内で金銭管理する

表情・態度・言動　　　　　　　ことは退院後、社会で生活する

　　　　　　　　　　⑥家族への接し方　　　　　　　　うえで必要な事を伝え、親へ要

求しない様伝えていく。

　　　　　　　　　月に1万円の小遣い設定となっています。月末まで残るよう、買い物付き添い時に確認を行って下さい。また、早めの喫煙要求など、気分高揚・話し掛けの多さが見られています。対人関係面でもトラブルになりそうな事や「私にはSSTは必要ない」と話す事がある為、逆にできるならぜひやってみてと促していき、SSTなどで介入していきましょう。













